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今回は、衣紙におげたⅢ壊鉄道お線h丘 四と 申 t棋

飲道についてご紹介します。,i模鉄道は 貨 客の41送

と砂利の堺取 販 売をH的 とした鉄道会tlで、大‖16

午(1917)に故ヤされました。lⅢイ「の大■:5年 にメ,崎

～米"～ 命兄～厚本側 ,,本 ～情不問および寒川～PH

之宮岡の鉄道政桜分11の 免帥を受け、同10年9■ にナ

,6～ 寒"間 の本換と 客 川～川栄"1問の砂利支換/2F

開発し、翌11年3,1には舛川～四之官問の砂利文換も

数設されました。以後、15年“月に来川～令見Pu 同

年 7昂 には魚史ヽ厚本‖9まで煙び 昭 和 6年 (193,″

月に橋本までの全取か fl迪しました。

g木叡へ廷霞時の■=薫 0多 (大正15年 当密芝)

当談期は、ち!う ど 小 |で 観光ブ
ームが沸=起 こ,

た時期と台数します。大jこから叫和初期にかけて 島

の日と広角レンズを ミ′クスしたような悦覚を用いて

観光地や跳望をJtえた 人 〕!な悔円で色軒やかなヽ齢

国か数多く制作されました。これらの絵には、鉄道路

線や描路など交通償いが強悔して拙かれているのも神

彼です。イi下に球名のある作者の金子市比は、■時h

敵因絵師として大変行名であった昔田切 i郎の力子で

したが、大J■■'Fにlll t郎の経営する大正名所国控札

から独立してU本 名所円絵,iを設立し、生産で1500,

余の作品をlIPしました。この対は 鉄L■お線ヽ臨凹も

タ

まさにそうしたブームにのって肘かれたものだったの

です。

この図には制作年代が叫配されていません。しかし

四をよくみると茅 ,埼 ～厚本‖ガHに '‖共 している
一

方で 厚 木から先は 「兜曽tltJとにされ末だ朋通して

いないことから、大Ⅲ11511T,〕以降に摘かれたことお1

わかります。さらに、張面の
‐
fll模よ■g体天会,にブレ

ミ7ム lt今弐新株式寡終」広件をみると、株式申込期

ⅢⅢ"【昭和2年 3月】0,か う15口までとiせ設されており、

これらの点からおそらくq将 211の■い時期に発行さ

れたのではないかと軒1定できます な お‖光は、この

にかに、全線PT過後の打快飲道沿徴案内なども描いて

います (r寒川町史 15,J榔 田操さむかわ」98～99

1に組☆)。

相慎承道0,■ 的日のヨ面

その後411侵鉄遭は、コr■Ⅲ8'「(19 H 3 )【輸 浜～厚木間

で運 lTしていた神中鉄適 と合併 しました。 IL名に4R霞

鉄Iの まま手続し、旧相棋拡通の(‖Wは相僚級または

非,荷線、11神中鉄道のく‖‖はlⅢ Ⅲ繰もしくは横浜級

と呼ばれましたが、 rf和191■19ⅢⅢ)6月 に営郎田の役

lr始送体制強化のため相棋線力叫H“化され、その結果

い,中線のみ"【和模鉄rtとして″維することになりまし

た。JprFの相模鉄道は、憤派ヽ海セ名問と■俣Ⅲヽ綿

H台問で速行しています。

(商JF有希子)



平成20年1'30日 、寒"結 合図書館 1

4 rlに第 1回会議を開いてl_米、ちⅢう

陪企IJ履本室で 寒 川町史編楽委員会が開催されました。昭和61年(1986)

ど100回日を歓えることになりました。

▲

町史福集委員

圭室 文 雄

木村  勇

鳥董 直 樹

教
　
古

台不
　　　〓一

明治大学名誉教授

日本大学考古学会幹事

古代 中世 文教大学議gp

大口勇次郎

内海  孝

お茶の水女子大学名誉教授

東京外国語大学教授
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シリーズ 寒川の先人たち

ll史親築宏員会は 寒 "p町の歴史についての本をまと

めるため 調 査 煽 染 執 筆を行う年門家の集まりです。

昭和01年 4月 、学習慌大学名! 教ヽ授 児 工率多氏 (平成

19年7月逝去)以 下、 9名 の委員でスタートしました。

年に数回の会合を開き、どのような調在をするか、ど

のような本を作るかを話し合ってきました。その成柴は、

「窯"W町史』本臨416巻 をはしめ、「町史研究1、「調査報

告沓J、『資料所在日雑J、F新聞記下巳鎌Jな どのHlttF物

にまとめられています.

本編の刊行終了後も、本福に疎り込あなかった歴史的

事実や研究成果を皆さんに伝えるため、町史刊行物の発

行を粒けており、現在は5名 の委員が活躍しています。

栄川の郷i史 研究に功練をFLした人です。 明治29年(1399、御PTr見村撤郷 (藤

沢市)に 誕生。は,蛇学校卒業後、安甲榔や寒"な どで小学校の教練をとりまし

た。昭Tlj21年d9JOか ら241:には寒川町国民学校 (現在の寒"小 字校)の 校長を

つとめています。退職後は初代の寒川町ヤ公民館長となり、在 tH中の‖和26年

(1951)11月に渋 しました。

歓貞のttら郷土史OF究に努め、大Ⅲ:11年(1922)に
一之付で設立された郷i史 研

究会 「相武史議会Jの 発足に参与しました。公民館長時代には F史話きむかわJ

ををしています。これは口帥 血行10周年紀念事業の一察として刊行されたもの

で 街 道 打‖社 梶 原氏など来川の歴史の様々な事項を私児を支えつつ叙述し

ており、今日では郷工資料として高い評価を得ています。

第100回塩某雲員会

加藤二を助中BOI～195)
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″ガィgrgp 講 演会 「武田信玄と筋兜鉢」
講師 八幡義信氏

映 断地六十二問筋兜鉢Jは  武 H信 玄が永禄12年d5●●)

1011の小出原攻めにあたって空川神社に存撒 したと伝えち

れるもので、寒"神 社が所蔵、県指定重要文化財になって

います。

当日は寒"神 社から兜のレブリカを十J用 し 参 加者にご

覧いただくことができました。

認Jそでは、たくさんのスライ ドを上映しなから H本

の期 .の歴史のなかにおけるこの兜の位置づけについて

33り〕かなされ、40名近い参加者は熱ほに聞g人 っていま

した。

講師の八幡氏は、『寒川町史J央 研iI芸編の編架協力

貝として、■院の件物や神社の工去品などを調奇してい

ただきました。防兜鉢についても、町史本編のほかに

「寒川Wr史研究J第 2号に締密に調査した結果を執楽し

ています。

平成19年11月、寒川総合図書館と寒川文書飽は、開飽 1周年を迎えることができ
ました。そこで、利用者の皆さんに感謝の意を込めて、両館合同で 1同年記念イベ
ントを開催しました。
ここでは、文書館の企画として行われた議演ミ 特別展、上映会をご紹介します。

一周年記念事業一覧

寝 事 業 名 1主 催 ▲
蚕
場

10月27日～11月25B

10月27日～11月25日

11月3日  1日

11月3B

ll月4B

ll月10B

ll月17日

lF企 画展示室

2F企 画展示室

31学 習室

3F学 習室

3●学習室

4F展 示コーナー

1●おはなしのへや

特別展 「図書館 文 書館ができるまで」

特別反 「ペス トセラー展J

上映会 「映像で見る懐かしの寒〕旧

揺演会 「絵本と紙芝居J 講 師 長野とデ子氏

議演会 「武田信玄と筋兜鉢J騒 師 八幡義信氏

企画展説明会 「昭和40年のまち探検J

冬したくのおはなし会
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書
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特別展 「図書館 ・文書館ができるまで」

継合日書衝―酷め企画腰ホ堂を二つに仕切り、図さ錦

ど文書館"`それてれ特別履を開いしました。文書館では、

明治時代以降奏川て進められてきた四十館活動と疫相保

存のあゆみについて、'チH等 の本ネルで媛示しました。

本川の図Ⅲ贈は明治42年(1909)の図常縦監所にはしま

ります。また、寒"で 切めてのrr」"業 は、明治44毎刊

の 「来"!静,i志Jで す。いずれも100年近く前の先人の努

力あヽ 今Uの 図書騒 文 さ郎につながっているのですも

′′月 Jgtお ・イヨ`gジ
上映会 「映像で見る懐かしの寒サ1旧

「砂利物i3J「相模川 'ユ のコる川―J「相模線をたす

ねて_な ど、本川に関好する短編の映像離 0本 を L峡

しました。

両口とも、小学11からご年卍の方まで頼広い11代の方々

btr来埼し、昭和201寸ミから近年に=る 寒)の 風景に見人,

ていました。

口書は主日の事環～

10月27日 (土)～ 11月25日 (日)
特別震 「ペストセラー駒

11月 3t3(士 )
議演会 「絵本と紙芝居」



<第 3川 イヽ山反>

「
昭 和 40年 の ま ち 探 検 一地日と写真でたどる寒川のすめSた 」

昭和40年当時の町のほ報が満残された資料 「寒川町家最を入地日」を中心に、町民の方々や町の職民などが録

影した当時の風景写R町 民の方が収集されたマッチの箱縁などから 人 口が急増し道路や公共施段等の軽設

が進んだ昭和40年前後の寒川町のすがたにせまりました。埠備にあたつては 現 況の写X規 影、バネル作成な

どに15名のポランティアの旨さんにご協力いたださました。

ユはじめに
～時代背景と資料の紹介

昭和35～1511の任川町および世間一般の‖t来4Fを年とにし、

あわせて町 1のでさことに対する写真を理ホしました

町内最初の信号世 (昭10“1年)

2捗地区のすがた
町内の10の大 ,ごとに、

1ど'デ京30kとその現況

しました

B鷺]覧コーナー
′`ネル収示に投川,した資料の写し手をテーアルにはき

子にとって門比してもらえるようにしました。

「寒川Wtt Ar眠名大地はJ

「i投絶浩氏ヤ ′'ラ ベルョレタション1の うち、

な川のは榔

広報さむかわ迎投記Ⅲ す いぅち `ぅ く_

三は,お氏,フテラヘルコレクラョン

【展ホロ1問】Jオ成19年9月 2,(D)～■成如坪2

示ケース

「米川町女堅名入地国Jど fi枚 殺治氏マッ

ベル]レ クンョンとの原枚||をルニ示しました。

‐
栄Ⅲ Ⅲrス煤名大地円J 当 `iの風

および子 ′■のri松を立へて紹介

ご山取 (昭和36年)

"29■(金)ilすでにそ了しています

チ ラ



文書館 最近のできごと

「4せ 費議宮 ア1月分gr■ l～2月客gr■ 7

rg/7/P学 校 結合学習 材 打g伽 ・卸gr717

竣統市数有公工会■性の|ほI あ やせ椎■年訪|のヱHt者28

イルヽ文古価を材れました と の前旺 = 古 (力ら現1(までた人

の[勘iを 教 宝て|=なく現料を四十しなからヤヨうというもの

ですt全 I ⅢⅢのうち1舟出のjと■tと して米川文ど出を荘んた

のは い tF411としての公文rの大切ど 公 々ど断のⅢたす代

+''どについて十よたいてした`文 P卜鷲の設立"尭 柿や日uiり

話助などを誼FrHし 」【液11内をナいに宅ていたたくことて ,

‖恨作の大LTlさを紹紙していただきましたを

全どロ

」1!室討Ⅲ l“と,女 いの空‖を乱■ |を 11■から213にか

けての分JL]H“ 、市,11"にわたって旧肝しました 一 ■に前

をlIえた梶原■「十"キ 嫌 lrな府のなntti己爆てぃぅ r法 党 に

とtrように対かれているわを 史 ‖にH!してヤ まうという|い“

て 文 ■施スタッ7が 村師を訪あました JI初の予t人 材を ,

いるは,か い,て急な定工を増やした, 茂 Ⅲの市てもおたな

質いか飛び出した,ど  米 川りかりの人物tあ る,11に対すう

mr民の問いの高さ″iれわれました

■   ヽ 一 ~

「F/774‐ 施設員タ
ー
_―   ど

2β2θgr力

空“中+按 1■1120名か文‖併へ刊ヽt4コに来ました 々 川

にJして々りたい課出を世定して ■ ‖ =ちた,て利べて発去

すうという 「結合的ヤ』の時‖」の一理です`jll弥のこと 空

川河i卜のこと 'と'Fサitliのこと 眠 国li代のこと よ Ⅲ町の成

立など ま す 3 “ イリ"ご とに赳べたい■―マを■すてこち

t=し た て れに対し 舛 加町■の出“f物常どの宜‖を'■ ビ

齊えか埠=‖せうかのビントのみを敗えるというフアよに 1:[

た■にとまどいながらも常lHIJに′―卜をとぅていました

H小 卒世 3年 4■ ,ラ スい名Ⅲ加☆工十に,ぅ てまました

と■館のイJ用方法や子ナー てついて■忘ことかiな 月llてした

い 文 朴健にも来てもらい 健 め虹メについて記町しましたす

その際、m,直 ttt忙 にわ末 とヽ備い状ほいド,小才校の与資を掲

十 現 在との上いをなえさせるなど り↓Ⅲどり,,と りをすす

いるたかt tり 資||をたくさんifってⅢるので 赳 べ学世に

せび利加してにしいと7ビ ールすることわ̀tと 言した.



E開 催中の震示のお知らせ

第 4回 企画展示

「100年前の発掘調査
―記録資料にみる大神嫁古墳―」

岡口にある前方後円墳 大 ↓さ)神塚は、 明冷41年に発

掘調査が行われました。米川で行われた初あての学術的調

査で、さまざまな遺物が出上しています。それからち■うど

100年力犠 ったのを記念し、当時の記離や写4tなどを多数

紹介します。

会期 平 成20年目月2U(H)～ 8月 31日(日)

■平成20年度の議座 ・講漬会

平成20年度も次の韓庫等を実施する予定で名 J時 、

会場、中し込み方法なよ 詳しいことは 「広報さむかわJ

文書館の本一ムベージ、チランなどをご覧下部 、

古文書講座 (全0回  5月 ～10月)

中担史議座 (全4回  11月～ 2月 )

町史講座 (1回 時 期未定)

資料保存活用講演会 (1回  時 期未定〉

寒川文苫館だより第 3号をお届けします。

文書館は子成18年11月に朗gFIして以来、 1年 半近くた

ちました。昨年1lrlには朗郎 1周年記念イベツトも開催す

ることができました。お力対チさまで多くの方にご来館いただ

と、資料の関覧、認座や誌演会の参加、ポランティ7の参

加、展示の見学など、さま叢 な割 用をヽ ただいていま曳

当館のスローガンである 「嫌 まあtrjfを起読 くなる文章館J

の実現をめざし、さらなる努力を続けてまいりま曳

ホームペーシでは文4館 からのお知らせ、出版物のご案

内のはか、さまざまなヨンテンツをご提,tしています。せひ

いちとアタセスしてみてくださH、

トームヘージアドレスはド記のとおり軌

ht,:んんvコn"Jちb‐aro somukorva kanooowa J0

2

口開館時間
火曜～金曜日  午 前 0時～午後7時

土 宮  祝 日  午 前 9時ヽ午後5時

口休館日
月rP日(国民の加日にあたる場合は開は,

年末年始(12,29H～ 1月 30)

特別犠理日(決まり次第お知らせしま詢

口交通のご案内
」R相 模線 求川駅下Ⅲ 従歩10分

寒川町コミュ■ティ′(ス因辞館文書館前下車 徒歩1分

承なるべく公共交通機関か目伝車、従歩6越 しくださtち

,11町郎
●  _


